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用
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
調�

査
・
検
討
し
、
取
り
組
む
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

都
市
部
長　

導
入
に
よ
り
、
運

賃
の
支
払
い
方
法
が
増
え
る
ほ
か
、

小
児
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
が
可

能
と
な
る
た
め
、
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
一
方

で
、
機
器
導
入
費
用
や
決
済
手
数

料
の
発
生
な
ど
新
た
な
経
費
へ
の

対
応
が
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
を
含
む
決
済
手
段
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例

等
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

導
入
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
と
き

に
利
用
で
き
る
国
の
補
助
制
度
を

積
極
的
に
活
用
し
、
特
定
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

時
間
帯
は
全
教
職
員
が
協
力
し
て

支
援
に
当
た
っ
て
お
り
、
現
在
31

名
の
生
徒
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
国
、
県
に
支
援
員
拡
充

の
要
望
を
行
い
、
市
費
に
よ
る
拡

充
に
も
努
め
、
生
徒
が
必
要
な
時

に
利
用
で
き
る
よ
う
安
定
し
た
支

援
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
再
質
問
】　

希
望
す
れ
ば
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
支
援
員
確
保
の
た
め
、
教

員
免
許
を
持
た
な
い
支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

本
人
や
保
護
者
か
ら

希
望
が
あ
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
員
免
許
を
持
た
な
い
支
援
員
に

つ
い
て
は
、
今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
検
討
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

【
再
質
問
】　

横
浜
市
健
康
福�

祉
局
高
齢
健
康
福
祉
課
の
資
料
に

よ
る
と
、
敬
老
パ
ス
の
関
係
で
、

神
奈
川
中
央
交
通
に
約
24
億
円
、

相
鉄
バ
ス
に
約
８
億
円
支
出
し
て

い
ま
す
。
本
市
の
一
般
会
計
総
額

は
横
浜
市
の
約
40
分
の
１
な
の
で
、

神
奈
川
中
央
交
通
に
６
千
万
円
、

相
鉄
バ
ス
に
２
千
万
円
と
い
う
計

算
で
す
。
本
市
の
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
約
50
億
円
あ
り
、
十
分

実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

概
算
額
を
示
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
市
で
シ

ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

者
向
け
に
「
座
間
市
に
も
ふ
る
さ

と
納
税
が
で
き
ま
す
。
返
礼
品
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
控
除
も
で

き
、
寄
附
金
の
使
い
道
も
指
定
で

き
ま
す
。」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

市
内
在
住
者
の
市
外
へ
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
税
の
流
出
を
抑
え
、

市
政
へ
の
声
を
寄
附
金
と
い
う
形

で
募
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
こ

う
い
っ
た
取
組
の
実
現
可
能
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
部
長　

市
内
在
住

者
に
対
し
、
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
方
が
本
市
に
寄
附
し
や
す

く
な
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改

良
す
る
こ
と
で
、
実
現
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

年
間
で
約
２
～
３
ト
ン
の
生
ご
み

削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
都
市
農
業
に

対
す
る
意
識
向
上
の
声
も
多
く
寄

せ
ら
れ
、
新
た
な
価
値
を
行
政
、

市
民
、
企
業
が
一
体
と
な
り
、
共

に
生
み
出
す
共
創
の
取
組
で
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

一
人
１
日

当
た
り
の
家
庭
系
可
燃
ご
み
３
６�

０
グ
ラ
ム
を
目
標
に
、
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
に
対
す
る
購
入
費
補
助

金
を
交
付
し
て
お
り
、
交
付
実
績

は
累
計
で
１
３
６
７
基
で
す
。
課

題
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
の

拡
大
で
す
。
今
後
は
、
チ
ラ
シ
作

成
や
説
明
等
の
取
組
に
加
え
、
参

加
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

え
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
で
の

打
ち
上
げ
花
火
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ�

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、
ひ
ま

わ
り
ま
つ
り
で
花
火
を
打
ち
上
げ

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
有
効
だ

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

打
ち
上
げ
花
火
の
実
施
に
は
、
安

全
に
関
す
る
様
々
な
条
件
を
ク
リ

ア
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
観

覧
エ
リ
ア
の
確
保
、
保
安
に
係
る

人
員
体
制
の
確
保
、
ひ
ま
わ
り
ま

つ
り
実
行
委
員
会
で
の
予
算
等
、

様
々
な
検
討
が
必
要
で
す
。
ま
ず

は
、
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

実
行
委
員
会
で
慎
重
に
情
報
収
集

等
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
役
割
が

高
ま
る
中
、
本
市
で
は
バ
ス
ロ
ケ�

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

利
用
者
数
が
過
去
最
多
の
約
17�

万
７
千
人
を
記
録
し
ま
し
た
。
更

な
る
利
用
促
進
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
隣
接
市
で

は
、
既
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
決

済
が
導
入
さ
れ
、
乗
り
継
ぎ
や
支

払
い
の
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

利
用
者
・
事
業
者
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
初
期
導
入
コ
ス
ト
を

抑
え
ら
れ
る
簡
易
型
機
器
の
導
入

も
現
実
的
な
選
択
肢
と
考
え
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に
つ

い
て
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
の
活

本
市
の
令
和
６
年
度
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
数
の
見
込
み
は
、
小

学
生
が
１
１
０
名
、
中
学
生
が
２�

２
０
名
で
す
。
全
中
学
校
に
別
室

（
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が

配
置
さ
れ
、
教
員
免
許
を
持
っ
た

支
援
員
が
週
12
時
間
勤
務
で
、
支

援
員
が
い
な
い
日
は
教
職
員
が
対

応
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、

現
在
の
体
制
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
た
、
別
室
は
県
費
で
の

取
組
で
す
が
、
支
援
員
確
保
へ
の

考
え
及
び
今
後
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

現
在
の
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
県
の
予
算
に
よ

る
学
校
生
活
支
援
員
が
週
２
日
、

約
３
時
間
ず
つ
の
合
計
約
６
時
間

対
応
し
、
支
援
員
の
配
置
が
な
い

地
域
活
性
化
に
役
立
つ
敬
老
パ

ス
に
つ
い
て
、
横
浜
市
で
は
民
間

バ
ス
で
横
浜
市
内
か
ら
乗
車
し
て

市
外
で
降
り
て
も
無
料
、
帰
り
に

市
外
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
も
横
浜

市
内
で
降
り
れ
ば
無
料
で
す
。
横

浜
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、

高
齢
者
の
方
々
が
豊
か
で
充
実
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
の
一

つ
と
し
て
敬
老
パ
ス
を
発
行
し
て

お
り
、
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の

希
望
者
に
交
付
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
座
間
市
版
の
敬
老
パ
ス
が
あ

れ
ば
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

高
齢
者
の
外
出
支

援
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交

付
を
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
市
で
可
能
な
高
齢
者
の

市
内
在
住
者
が
市
外
へ
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
た
こ
と
に
よ
る
流
出

額
が
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
貴
重

な
財
源
の
流
出
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
附
に
伴
う
所

得
控
除
の
制
度
で
す
。
一
般
に
個

人
に
と
っ
て
市
に
寄
附
を
す
る
こ

と
は
心
理
的
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
制
度
と
言

葉
は
広
く
普
及
し
、
利
用
者
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
者
も
、

返
礼
品
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
在
住
す
る
市
へ
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
て
所
得
控
除
を
受

け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の

寄
附
金
の
使
い
道
を
大
き
な
枠
で

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
提
案
し
ま
す
が
、
市
内
在
住

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
期
限
ま
で
残

り
５
年
、
気
候
変
動
対
策
に
つ
い

て
も
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
令
和
４

年
度
か
ら
フ
ー
ド
サ
イ
ク
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
、
家
庭
等

の
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
で

食
循
環
の
支
援
や
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目

的
と
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
を
使

用
し
た
取
組
の
進
捗
状
況
と
課
題

に
つ
い
て
、
お
示
し
く
だ
さ
い
。

市
長　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

的
は
燃
や
す
ご
み
の
削
減
と
、
参

加
し
た
市
民
が
地
産
地
消
を
図
り

都
市
農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
効
果
は
令
和
７
年
８
月
末

現
在
で
73
世
帯
の
参
加
が
あ
り
、

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
ヒ
マ
ワ
リ

を
観
光
資
源
と
し
て
、
本
市
の
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
は
、
年
々
、
知
名

度
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て
い

る
季
節
に
、
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
大

花
火
大
会
、
綾
瀬
市
花
火
大
会
、

相
模
原
納
涼
花
火
大
会
な
ど
、
近

隣
自
治
体
で
は
花
火
大
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
会
場
は
、
花
火
を
打
ち
上

げ
る
の
に
好
立
地
な
環
境
で
す
。

さ
ら
に
、
本
市
の
友
好
交
流
都
市

は
、
日
本
一
の
花
火
の
里
、
秋
田

県
大
仙
市
で
す
。
ひ
ま
わ
り
ま
つ

り
で
打
ち
上
げ
花
火
を
実
施
す
る

こ
と
は
、
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ�

ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、
全
国
に

向
け
て
絶
大
な
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
考
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３
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委
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会
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市政全般にわたり19人の議員が質問しました。

※4～7面にわたり掲載

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
決
済
の
導
入
を

片
岡　

将
志 

議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

市
外
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

財
源
流
出
に
対
策
を

馬
場　

佳
陽 

議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

不
登
校
生
徒
へ
の
安
定
し
た

支
援
体
制
を
求
め
る

髙
栁　

浩
子 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

地
域
活
性
化
に
向
け
た

座
間
市
版
敬
老
パ
ス
に
つ
い
て
問
う

守
谷　

浩 

一 

議
員
《
日
本
共
産
党
座
間
市
議
団
》

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
本
市
の
フ
ー
ド
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
問
う

鈴
木　
一 

寿 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

観
光
資
源
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
発
展
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

松
橋　

淳
郎 

議
員
《
あ
お
ぞ
ら
ひ
ま
わ
り
の
会
》


